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【町長】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

通告順 ５ 
質問 

議員 
上野議員 

質問 

項目 
クラフトビール工場の予算はなぜ倍になったのか？  

質問 

内容 

 

昨年１０月に建設に向けた説明があったクラフトビール工場は当初の

説明では、建設規模として２２坪の工場で、施設建設に３，０００万円、

施設整備に２，０００万円、総額５，０００万円の説明がありました。  

それが、新年度予算では１億８００万円と倍増となっておりますので、

以下について、質問します。 

 

１．当初説明の事業規模がどうして今回、倍になったのか、その要因は？  

２．指定管理の事業者選定方法や選定基準をお聞かせください。 

３．地元への経済波及効果は、金額としてどの程度見込んでいるのか？  

４．当初の説明では、初めから指定管理料の支出を想定しているように思

います。どの程度の金額を想定しているのか。町長としての将来展望

と、運営計画を聞きたい。 
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【町長】 

 

 

 

 

通告順 ６ 
質問 

議員 
三浦議員 

質問 

項目 
介護施設・町内各施設の暑さ対策と雪冷房の活用をどう考える 

質問 

内容 

  

ここ数年夏の暑さは大変厳しく、昨年の夏には沼田町で最高気温が 35，

8 度までになりました。地球温暖化などの事情により今後も夏の高温傾向

が予想される中、介護施設や住民が利用する各施設、役場庁舎内の暑さへ

の対策が必要となります。特に旭寿園など高齢者が利用する介護施設の暑

さ対策や、冷房機器の設置は緊急を要するものです。また人材不足が深刻

となっている中、職場環境を整え快適に働くことができるのも、職場選択

の一つになると考えます。 

 そして我が町は「輝け雪のまち」宣言をして、雪と共生するまちづくり

を目指し実現しています。スノークールライスファクトリーをはじめ様々

な施設で雪冷房のシステムを活用しています。そこで今後、新産業として

建築するクラフトビール工場などの施設において、温度・品質管理また保

存には、冷却することが不可欠と思います。是非、雪冷房のシステムを活

用することで、沼田町のアピール材料にしていただきたいと考えます。  

そこで町長に伺います。 

 

 

１． 今現在、旭寿園等の介護施設や町内各施設の夏の暑さ対策はどのよ

うに取られているか伺う。 

 

２． 近隣の町役場でもエアコンを設置するとのことです。本町でも介護

施設や町内各施設へのエアコンの設置を検討していく考えがあるか

を伺う。 

 

３． クラフトビール工場などの新建築物に対して、また新産業や特産品

開発において雪冷房システムの活用の考えはあるか伺う。  



資料①

沼田町 令和5年8月の最高気温

日 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

最高気温
［℃］

30.2 31.5 28.2 27.6 21 21.5 25.3 22.9 32.2 32.9 32.7 29.5 30.3 30 29.8 26.4

日 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

最高気温
［℃］

30.3 29.7 31.5 29.9 31.5 32.5 34.4 35.8 33.4 33.6 31.9 28.8 26.3 23.3 31.6

6月～8月の気温

高齢者の特徴
・体内の水分が不足しがち
・体に熱がこもりやすい
・暑さへの調節機能が低下
・暑さやのどの渇きが感じにくい

警告
我慢しないで
クーラーをつける！

水分補給を！！

真夏日 27日 猛暑日 1日

令和5年 気象庁ホームページより
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【町長】  

 

 

通告順 ７ 
質問 

議員 
大沼議員 

質問 

項目 
自治体ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）への取組は 

質問 

内容 

  

デジタル技術の利用で地域住民のＱＯＬ向上（住民の利便性や行政サー

ビスの質を高めること）を目指しています。 

１．自治体の情報システムの標準化・共通化 

２．マイナンバーカードの普及促進  

３．自治体の行政手続のオンライン化 

４．自治体のＡＩ・ＲＰＡ (ロボティック・プロセスオートメーション )の

利用促進 

５．テレワークの推進 

６．セキュリティ対策の徹底 

が求められています。 

 

自治体ＤＸの課題として 

自治体に根強く残るアナログ文化、ＤＸに対する理解不足、デジタル人

材の不足、行政と町民とのコミュニケーション不足などがあげられていま

す。 

 

解決するには「意識改革」と「構造の抜本的な見直し」が求められてい

て、自治体ＤＸを進めるには、全体方針の決定、推進体制を整備しなけれ

ばなりません。  

ＰＤＣＡサイクルとＯＯＤＡループのバランスを考え実行していく方

法も推奨されています。 

 

デジタル原則に基づく条例等の規制の点検・見直しなど多くの作業があ

ると思いますが住民の利便性向上や職員の負担軽減のためにも地域全体

のＤＸの進展が期待されます。 

 

町長の所信をお尋ねします。 

 


